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第43回下水道の日

2 

公
英

霊Z
吏道
w へ
おの
願 一一

い

公
共
下
水
道
は
、
清
ら
か
な
肱
川
の
流
れ
を
守
り
、

快
適
で
潤
い
の
あ
る
笠
活
環
境
を
築
く
た
め
の
施
設

で
す
。
肱
南
処
理
区
で
は
、
平
成
ア
年
に
供
用
が
開
始
さ

れ
8
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
肱
北
処
理
区

で
は
、
平
成
お
年
の
一
部
供
用
開
始
を
目
指
し
、
整

備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

肱
南
処
理
区
で
、
ま
だ
公
共
下
水
道
に
接
続
し
て

い
な
い
人
は
、
一
日
も
早
く
、
石
川
水
を
公
共
下
水
道
へ

流
す
た
め
の
排
水
設
備
を
つ
く
り
、
清
潔
で
快
適
な

生
活
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
工
事
の
際
は
、
市
が
指
定
し
た
工
事
后
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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第43田下水道の日

事

皇室
低需
画型
始以J_

じ
ま
す

平
成
四
年
度
に
住
宅
の
新
築
・
改
修
な
ど
を
計
画
し
、

浄

化
槽
を
設
置
す
る
人
に
対
し
て
、

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

「
浄
化
槽
設
置
補
助
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

希
望
者
は
、

次
の
と
お
り
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
と
な
る浄
化
槽
規
模

a
v
5
人
槽
延
床
面
積
が

1
3
02m
以
下
の

も
の

〈
補
助
限
度
額
V

3
5
4
、
0
0
0円

-7人
槽
延
床
面
積
が

1
3
02m
を
超
え

る
も
の
《
補
助
限
度
額
V

4
1
1
、
0
0
0円

-m人
槽
2
世
帯
住
宅

(浴
室

・
台
所
が

2
つ
あ
り
、
独
立
し
て
生
活
で
き

る
住
宅
)《補
助
限
度
額
V

5
1
9
、
0
0
0円

事
前
申
し
込
み
の
期
限

平
成
日
年
9
月
1
日

(月
)
か
ら

平
成
同
年
3
月
白
日
(
水
)
ま
で

※
受
付
は
、
毎
日
の
執
務
時
間
中

申
し
込
み
方
法

新
築
、
改
築
な
ど
の
具
体
的
な
計

画
内
容
(
場
所
、
時
期
、
延
床
面
積

な
ど
)
が
わ
か
る
資
料
及
び
印
鑑
を

下
水
道
課
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
制
度
を
受
け

5
れ
な
い
地
域

-
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る

肱
南
処
理
区

・
公
共
下
水
道
が
計
画
さ
れ
て
い
る

肱
北
処
理
区
の
一
部

・
農
業
集
落
排
水
が
整
備
さ
れ
て
い

る
人
多
喜
地
区
の

一
部

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
課
(
市
役
所
2
階
)

宮

@

2
1
1
1
(内
線
2
5
1
)

3 
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肱川清流保全推進協議会

田
和
初
年
代
の

清
流
肱
川
の
姿
を
取
り

河
川
の
浄
化
と
環
境
保
全
に
取
り
組
む
肱
川
流
域
清
流
保

全
推
進
協
議
会
総
会
が
7
月
日
目
、
大
洲
市
役
所
大
ホ
ー
ル

で
聞
か
れ
ま
し
た
。
肱
川
流
域
ロ
自
治
体
、
国
土
交
通
省
、

県
の
関
係
者
5
が
今
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
協
議

し
、
清
流
復
活
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
協
議
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
鈴
木
幸
一
教
授
(
愛
媛

大
学
工
学
部
)
と
香
川
尚
徳
教
授
(
愛
媛
大
学
農
学
部
)
が

河
川
の
持
つ
役
割
や
水
質
汚
濁
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

推
進
協
議
会
が
目
指
す
も
の

住
民

・
事
業
者
・
行
政
が
互
い
に

協
力
し
合
い
、
河
床
が
き
れ
い
で
、

動
植
物
が
豊
富
に
生
息
し
て
い
た
昭

和
初
年
代
の
清
流
肱
川
の
姿
を
平
成

;.L孟::_1L_¥.・1
4‘今後の取り組みなどを協議

(7月15日、市役所)

初
年
ま
で
に
取
り
戻
し
ま
す
。

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
公
共
下

水
道
の
整
備
や
合
併
処
理
浄
化
槽
の

普
及
を
進
め
ま
す
。

各
家
庭
で
は
、
節
水
に
努
め
、
調

理
く
ず
や
廃
食
用
油
の
適
正
処
理
、

洗
剤
の
適
量
使
用
な
ど
に
よ
り
、
生

活
排
水
の
浄
化
に
努
め
ま
す
。

変
化
す
る
河
川
の
役
割

1
協
議
会
で
の
講
演
か
ら

i

地
域
に
よ
り
河
川
に
求
め
ら
れ
る

も
の
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え

ば
、
肱
川
で
は
治
水
が
優
先
さ
れ
ま

す
が
、

重
信
川

(松
山
市
な
ど
)
で

は
、
水
利
用
が
優
先
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昔
の
川
は
排
水
路
で
あ
っ
て、

環
境
に

つ
い
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
域
や
時
代

で
役
割
が
違

っ
て
い
る
の
で
す
。

以
前
の
整
備
方
法
は
、
川
を
直
線

に
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
、
「人

間
に
と

っ
て
気
持
ち
の
よ
い
河
川」

で
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
動
植
物
が

住
み
に
く
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
あ
た
り
で
は
、

河
川
を
元
の
曲
が
っ
た
状
態
に
戻
し、

動
植
物
が
住
め
る
よ
う
に
整
備
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
多
自
然
型
の
川
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
魚
な
ど
が
住

め
る
河
川
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、

ダ
ム
な
ど
か
ら

一
定
量
の
水
を
流
し
、

維
持
流
量
を
確
保
す
る
方
法
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

住 民基本台帳話器説宮}
ネットワークシステム賂225ぎ258JEZ

今までは、住民票の写しの交付は、住んでいる市区町

村でしか受けられませんでした。

住基ネットを活用して全国の市区町村間で住民票の情

報のやり取りができるようになったことにより、全国

どこの市区町村でも、住民基本台帳カード、運転免許

証などを市区町村の窓口で提示することによって、本

人や世帯の住民票の写し(戸籍の表示を省略したもの)

の交付が受けられるようになりました。

| 住基ネット第2次サーヒ、スが8月~日から始まっています I 

(5)~æeQ)eG).o~@ 

4 

-公的個人認証サービスの秘密鍵、電子証明

書の保存用カードとして利用できます。

写真付カード ・写真付を希望した場合は、公的な証明書と

高度のセキュリティ機能を備えたICカードを採用しています。 して利用できます。

、ーー四ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-..， 

.カード内に記録されている住民票コードに

より、住基ネットでの本人確認に利用でき

ます。

住民票の写しの広域交付、転入転出手続の簡
素化、法令でイ主基ネットの利用を認められた
事務での本人確認に活用

u
p
 

カ
す

、
帳
ま

ば
台
れ

れ
本
さ

す
基
付

望
民
受

希
住
が

住民基本台程カ ド

Er:;AF 
~A巾"内，!jl >l.: ~t イ阿

立

山
山

ハ

v
m叫
肋
刊

判

明

似
畑

、
d
勺
戸

で

t

ム

a
e
-
-
U
4
n
u

本

位
L
v
m
削

基

市

川
E

・J
比

例

主

A

U

h

ぺ
a
1
H
m

片
U

A

U

制
…
山
…
M
l

山

田
空

写真なしカード

交付手数科

50Q回
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9月9BI;I :長官 応
• v ， h ・.7，f ha  f孟齢 提

示g.，.~. /IJ、 IF膏 L大者 に
.!K!III吾ヨfIs s) Ii-II :会を 来
"‘“品‘ む~/ ι1; ・が対 ま-F/ .. .，.門Z 4F U - u :開象 せ

:催に ん
ーさし b、
Lれた
Tま交
;す通
. 。安
全

学ぼう応急手当 :り反 るドの 』

皆さんは、身の回りで起こる病気やケガド ・の市 劃 よラ交タ |夜一 」 :公iヌ タ 主イ通暮 lの
対して、救急車が到着するまでい必要な応急 f民げT勺反ノT事れ 安

手当ができますか。 i館宗主野J、禁?全
救急車が到着するまでに行う皆さんの応急 :五務 を をら多含 ピ

手当が、生命を救うために大きく役立ちます。 ・布財 無 着ハくむ 力

j Z;???に備えてぜひ応間片山 ;t時fj152 
消防署では、応急手当の講習会を毎月開催 :まや 中 三とぎ高 運

しています。受講を希望する人はお気軽に申 :て喜 三?て警 E動

: し込みください。

: ~砂・ 1 拐
| 期日 l時間 | 場所 | 内容 | ・ .え一知い知 お保 さ全 子

| | | l :車る緒らから 子護 れ固 と

; l 9 月 2 1 日 ( 日 ~ .q:.~9aif I *;1tI ) ì!í ~ñ% 人工… I ~ に
0 けな げ者 る 的も

午前9時I， .，，，，，，，"+= I、 | ・は 行いいい んの 事に の10 月 19 日 ( 日 )1 .q:.~9aif
I大洲消防署|マノサージ I :絶 か人。人 に皆 件 、安

; [11
月15日(土)l-「室「出血時の|:葉性 市 計12 月 14 日 ( 日 ~

-， 

I
止血法 |:ら でを 絶 てへ な 守| | 

! :な そ便対 く と子ろ
申し込み ・問い合わせ先 :い のみ に 雲 よ{うー 。場ル キ

: 
大洲消防署 宮 24 0119 j でE い い 主が

一
教宍て i 九誘

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

愛
媛
県
で
は
、
過
去
に
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
期
間
中
、
一
度
も

「
死
者
ゼ
口
」
を
記
録
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
死
者
ゼ
ロ
を
達
成
す

る
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
、が

「自

分
の
身
を
守
り
、
人
の
身
を
守
る
」

と
い
う
心
構
え
で
慎
重
に
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

愛
媛
県
で
は
、
死
亡
事
故
が
年
平

均
で

3
日
に

1
回
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
み
ん
な
で
頑
張
れ
ば

「死
者
ゼ

ロ
」
は
達
成
可
能
な
目
標
で
す
。

生活安全二ユース

あ持たはなヒ
愛する生命を

救えますか

9
周
到
日

i
羽
田

b 

安
全
な
自
転
車
の
乗
り
方
を
マ
ス

タ
ー
し
、
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の

大
会
で
す
。
皆
さ
ん
の
応
援
を
待
っ

て
い
ま
す
。

日
時

9
月
幻
日

(
日
)

午
後
1
時
1
4
時
却
分

喜
多
小
学
校
校
庭

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
財
政
課
交
通
安
全
係

宮

@

2
1
1
1
(内
線

3
2
3
)

場
所

車や自転車などの鍵かけを闘行しましょう

大洲警察署管内の犯罪発生状況(平成15年1-6月)

----------
発生件数検挙件数 検挙人員(うち少年)

殺人等
2件 2件 2人凶悪犯

暴行 2件 2件 1人

傷害 2件 2件 2人

脅迫 1件 1件

恐喝 11:牛 1件 2人 2人

窃盗 2881'牛 94件 32人 21人

知能犯 211:牛 18件 1人

風俗犯 1件 1件 1人

そのイ也の
10件 4件 2人刑法犯

言十 328件 125件 43人 23人 |

-
車
に
近
づ
か
な
い

の
防
止
)
。

ー
地
域
の
皆
さ
ん
へ

1

.
子
ど
も
が
暗
く
な
る
ま
で
遊
ん
で

い
た
ら
家
に
帰
る
よ
う
呼
び
か
け

宇
ナ
し
ょ
、
つ
。

A
V
不
審
な
人
物
や
車
を
見
か
け
た
ら

「何
の
ご
用
で
す
か
?
」
と
ひ
と
声

(
連
れ
込
み

街頭犯罪と侵入犯罪の発生は 208件と多発
傾向にありますが、その中で、特に大洲市内を

中心に「車上狙Lリが81件と多発しています。
車上狙いのうち、施錠なしで被害にあって
いるのは 53件で、 65%を占めています。
被害に遭わないために、鍵かけを励行しま

しょう。

か
け
た
り
警
察
に
連
絡
し
た
り
し

土
ナ
し
ょ
、
っ
。

追
放
し
よ
う
暴
走
族

暴
走
族
を
見
た
ら
、
知
っ
た
ら
警
察
ヘ

大
洲
警
察
署

告
(
匂

1
1
1
1

書
@で

霊
著
署長
!μ 

融資額

3，360万円
(総事業費

4，546万円)

簡易保険資金の融資

大洲小学校校曾改築事業

融資額 1億5，530万円
(総事業費 3億5，980万円)

5 
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市財政状況の報告

大洲市財政状況の公表等に関する条例第2条

及び地方公営企業法第40条の 2の規定によ

り、平成14年度の財政状況を公表します。

市の主な収入である地方交付税と市税の推移

70億円

60億円

50億円

40億:円

301:意円

20億:円

10億円

典桝

平
成
M
年
度

平
成
日
年
度

平
成
ロ
年
度

平
成
什
年
度

平
成
叩
年
度

平
成

9
年
度

平
成

8
年
度

平
成

7
年
度

平
成
6
年
度

平
成

5
年
度

0円

田大洲市長

どれだけ収入・麦出があった力、ー鴎曾計予算執信状況
予算額 176億 946万円

執行額 162億9，225万円

総額

約163億円

口
口出歳入歳

予算額 176億 946万円

執行額 170億7，168万円

23億3，017万円1
17億4，207万円

11億9，963万円 |
10億9，468万円 l 

91:意9，702万円
91.意6，538万円

81意 698万円
8億 698万円

51:章3，436万円
4億9，507万円

3億6，910万円
3億5，698万円

総額

約171

口
口

。

-;;.事.~~7.

。

市が所育する

土地建物預金など(而宵姻昌⑭吠溺〉 地方交付税:固から大洲市に配られるお金

(使い道は市で決めることが、できる)

市 税:個人・法人市民税や固定資産税など

入|国庫・県支出金:道路や建物の整備などに必要なお金の

【 一部として固 ・県から受け入れるお金

歳入には、自主財源と依存財源があります。市税、分担金及ぴ負担金などは

自主財源(市が自らの手で集めて使うことができるお金)です。 一方、市税等

の不足を補う地方交付税などは依存財源(国や県から与えられるお金)です。

「
歳

手重 別 面積等 金 額

~ 地 608，279m' 591:意2，136万円
山 林 2，858，541m' 9，782万円

田 畑 114，093m' 1億9，059万円

雑種地 135，136m' 11億1，386万円

建 物 217，330m' 265億5，840万円

立 木 63，271 rrf 3億4，991万円

6 

費:主に福祉の充実のために使うお金

費:市の借入金 (元金・利子)の返済などに

使うお金

費:衛生的な生活環境のために使うお金

費:道路や河川などの整備のために使うお金

生

債

生

木

1 民

歳|公

出|衛
u土

財 政 調 整 基 金 91]意6，983万円

国民健康保険財政調整基金 2億3，044万円

土 地 開 発基 金 6億2，795万円

その他特定目的基金 14億4，013万円

出 資 金 4億8，641万円
-fコb、 言十 37億5，476万円
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市財政状況の報告

ー鴎曾計予算性質湖部信故調の金入
試
自

の

吉

岡

市

残公債萄@吠混
平成14年4月1日から

平成15年3月31日まで
どのようなものにお金が

使われたか

区分 借入先 件数 現在高 ー世帯当たりの金額 市民一人当たりの金額
財務省 125 65億6，643万円 447，488円 168，439円

繋言ヱ十ミ
日本郵政公社 47 24億5，369万円 167，213円 62，941円
その他 132 98億9，214万円 674，127円 253，749円
小計 304 189億1，226万円 1，288，828円 485，129円

特言別£ヨ〉ミ十、

財務省 37 30億2，566万円 206，192円 77，613円
日本郵政公社 39 15億6，494万円 106，647円 40，143円
その他 31 12億3，070万円 83，869円 31，569円
小計 107 58億2，130万円 396，708円 149，325円
」口b、 言十 411 247億3，356万円 1，685，536円 634，454円

市債(信入金)残高~一般・特別会計~
300億円

水道や病院の
経営状態

13.7% 

事詩金計⑫吠溺
100億円

当期純利益

78万円

3，367万円

3，112万円

-

一円

一円

一円

用

一刻

一刻
一
刻

一

FD
一

勺

3
一
円

U

費

一日

一向
山
一
川

一

一

F
h
u
-
n
w
u

ト
u
一

一

t
思
一
宜
思

k
l
IJL

一

一

，a
q
L
-

，dq
ι

土

庁

一

一

ハ

b
-
n
J

一

一

-
q
J

E
-
-

円

一円
一
円

五
一万

一万
一
万

一
q
u
一
円
U
-
q
L

収

一
九
一
4
一
口
一
つん

億

一億

ウ
t

一
A
生
円
弓
U

会
b
LVF 

工業用水道

水道

病院

平
成
6
年
度

平
成
5
年
度

0円

土地取得造成

db 
予算 1，684万円
収入 1.679万円
支出 1，679万円 l

差引 o fIl) 

交通傷害保障

P物
予算 949万円
収入 905万円
支出 842万円
差引 63万円

険呆
伶

醤E
IIX 介

公共下水道事業

孟手証
証取乞川2U6'正thH陪Q 、、

予算 10{:意1.451万円
収入 8億1，371万円
支出 8億 351万円
差引 1，020万円

駐車場事業

国
予算 5，078万円
収入 4，718万円
支出 4，718万円
差引 0円

童

-

円

一目
白
円

。

万

万

一

互

万

川島町1
一時

〈崎潤禽計⑩吠溺〉
ぺ老国保診療所

事
2.461万円
2，303万円
2，303万円
。円

弾
一
臥
一
刻
一
劃

国民健康保険

¥100 9 
t¥.'<;;::>j 

予算135億 119万円
収入1361意4，862万円
支出132億7.480万円
差引13億7，382万円

農業集落排水事業簡易水道

伊
予算11億1，121万円
収入11億 316万円
支出11億 156万円
差引1 160万円

住宅新築資金
等貸付事業

〈自説と官民負担⑫紙調〉

項 市 民 手見 固定資産税 たばこ税 軽自動車税 ..0. 

晴名 品 夢 43議
Eヨ

目 計

金 額 16億9，741万円 18億2，822万円 2億4，023万円 7，315万円 38億3，901万円
1世帯当たりの負担額 115，675円 124，589円 16，371円 4，985円 261，620円
1人当たりの負担額 43，541円 46，897円 6，162円 1，876円 98.476円
害リ dE〉コ、 44.2% 47.6% 6.3% 1.9% 100.0% 
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長寿者のご紹介

ご
長
寿
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
7
月
末
現
在
、
大
洲
市
に
住
む
叩
歳
以
上
の
人
は
、
昨
年
よ
り
お
人

増
え
て
4
3
5
人
(
男
性
1
0
1
人
、
女
性
3
3
4
人
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1
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叩
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)
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藤
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歳 母

中元田尾森 井田内上野岡成戸 田 島 川川山 藤石杉田水野達永内崎 地田脇藤井岡塚合
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長寿者のご紹介

これまでに広報おおすで紹介してきた
90歳以上の皆さんの数(推移) 計

435 

200人

100人

平
成
市
年
度

平
成
同
年
度

平
成
旧
年
度

平
成
山
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度

平
成
日
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平
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度
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成
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度
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度
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年
度

平
成
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度
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成

5
年
度

平
成
4
年
度

0人

都森自梶往下山吉金 94西 j青井藤上村武藤秋藤今中神上道都豊篠大宮梶 山向井堀山 藤賓
歳

築本石原田波 岡川 房 野水上本甲上知田山堂岡野岡田 岡 築川崎野元岡中井上 内 下原藤
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長寿者のご紹介

茶松宮谷松員三鎌山福菊河井笹宮高大冨米

家本岡本林 浦田下桝地野上川崎石野田淳

.--ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー園、

フ
サ
ノ
(
常
磐
町
)

ハ

ギ

(
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木
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固
(
若
宮
)
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(
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)
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ツ
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)
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西
大
洲
)

フ
ミ
エ
(
西
大
洲
)

，8-Oc歳以上の皆さんに

大洲市では、高齢者福祉の増進のため、敬

老年金を支給します。

曾宮水高松堀 山 三 越上宮田菊菅野坂 冨高入

崎本永見舵

幸フマ又千ト アハ ト タ美清園清スサカ忠
サ キヤシミ ヱキオ

子 ミヱ戴 年ヱ 栄 コナエエ 善信音子コヱ ル夫

宮主会 阿北田柳田徳市大中徳東新 春宮大 柳
軍首茎 大買
富田'荷蔵裏 口沢口森木洲村 森 洲谷 賀高洲沢

根野本石本江本井智野田村地

【対象者]

平成15年9月15日現在、大洲市に引き続き 3カ月以

上住所のある人で、 9月15日現在で、満80歳以上の人

(大正12年9月16日までに生まれた人)

鶴西片松浅楠兵中和森横水竹川須上淳佐小
々
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印鑑・通知のハガキ
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長寿者のご紹介

• • • • • • • • 
j賓菅東佐横兵中清小二堺石赤亀井

々
木手頭野家泉宮

おじいちゃ九、おばあちゃ九

ア
サ
ヱ
(
稲
積
)

ミ
ノ
リ
(
菅
田
町
菅
田
)

繁
樹
(
平
野
町
野
田
)

茂

子

(

大

洲

)

幸
子
(
平
野
町
野
田
)

安

幸

(

中

村

)

谷
蔵
(
平
野
町
野
田
)

喜
美
子
(
東
大
洲
)

繁
馬
(
菅
田
町
大
竹
)

ヒ
デ
コ
(
常
磐
町
)

ウ
メ
ヨ
(
柚
木
)

正

信

(

徳

森

)

マ
ツ
ミ
(
長
谷
)

ス
エ
ノ
(
新
谷
)

義
盛
(
西
大
洲
)

田坂井上田野
• 

• 

武上宮中 塑 渡上 山 矢岡池井歌谷二
混晶

内野岡野 遺田本野

• 

• 

• 

田上原本宮

子
(
大
洲
)

幹
(
春
賀
)

ト
シ
ヱ

(
東
大
洲
)

イ
ト
エ
(
新
谷
町
)

一

子

(
菅田
町
吉
田
)

ホ
ミ
カ
(
平
野
町
野
田
)

利

夫

(

菅
野
大
竹)

ミ
ツ
ル
(
恋
木
)

秋
男
(
上
須
戒
)

サ
ツ
子
(
平野
町
野
田
)

池

野

酒

井

福

住
井

上

宇
都
宮

西

山

崎
徳
、
水

坂

本

遠

香
村

上

大

野
千
代
島

藤

本

須

内
平

田

• 

マ
サ
コ
(
柳
沢
)

ア
ヤ
子
(
柏
木
)

繁

雄

(

柳

沢

)

マ
チ
ヨ
(
新
谷
町
)

マ
サ
コ
(
菅
田
町
菅
田
)

ハ
ル
コ
(
大
洲
)

ミ
タ
ケ
(
市
木
)

吉

一

(

中

村

)

文
子
(
菅
田
町
管
田
)

サ
ダ
コ
(
森
山
)

尚

子

(

大

洲

)

太

鶴

(

田

口

)

ミ

ワ

(

大

洲

)

入
恵
(
八
多
喜
町
)

百
子
吉
田
町
菅
回
)

• 

三子どもとお年寄り

の交流 6月13日
大洲保育所の園児

約 30 人 (4 歳~5 歳)

が特別養護老人ホー

ムとみす寮を訪問し

ました。

この日は、とみす

寮の誕生会が聞かれ、訪れた園児たちがお年寄りの誕生日を

祝いました。

手遊びゃ肩たたきなど、“ふれあい"を大切にした交流会で、

お年寄りも大満足!! 

園児たちからは、ず、っと楽しんでもらえるまう、さまざま

l 固 な花の鉢植えがプレゼン

\~~_ r-，" 卜されました。

園児たちのかわいらし

い歌や踊りを見て、お年

寄りは一緒に歌を口ずさ

んだり体を動かしたりし

て楽しいひとときを過ご

しました。
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高齢者福祉情報シリーズ

痴ほうの早期発見方法
痴ほうは、長い時聞かかつてゆっくりと進行します。こんな症状があると気づいたら、気をつけましょう。

第9回

点

点

点

ハU
唱

l
n
/』

採点法

ほとんどない

ときどきある

よくある

次の項目について、

それぞれ点数をつけてみましょう!

，EE
E

、
，
E
E

目、〆
E
E
E

、
〆
E
E
E

、
，
E
E

目、，
E
E

目、〆
E
E
E

、
，
E
E

目、，『
E

目、，
E
E
a

、

同じ話を無意識に繰り返す ・.. . 

実日っている人の名前が思い出せない ・.. 

物のしまい場所を忘れる ・-

漢字を忘れる ・・

今、しようとしていることを忘れる・ -

器具の説明書を読むのを面倒くさがる・ -

理由もないのに気がふさぐ ・.. 

身だしなみに無関心である ・-

外出するのを面倒くさがる・-

財布や物が見当た5ないことを他人のせいにする・ .. 

Eコ

4 

9 

10 

2 

3 

5 

6 

7 

8 

ムー==ロ

評

痴ほうの初期症状をチェック!

0........ 8点……心配ありません

9........13点・・・・・-注意が必要です

14........20点……痴ほうのはじまり?

価

12 

高齢者は、苦しい時代を乗り越え、平和な今

日を築いてきた大切な存在です。一人ひとりが

老後をいきいきと暮らしていくためには、身近

な家族が「痴ほうがどのようなものかをよく知

り、愛情豊かに接すること」が必要です。

痴ほうの早期発見には、日常のささいな蛮化

に気づくことが大切です。「なにか様子が蛮わ

ったなJIちょっとおかしいJIいつもなら考え

られないようなことを言ったり、したりした」

といったことから痴ほうの始まりに気づくこと

ができます。

痴ほうの発見
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お知らせ

リウマチ患者のための

大洲嬢萎相談会

関節リウマチの痛みなどで困っている

人、どなたでもお越しください。 入場無

料で、療養相談、舞踊・歌謡曲などのア

トラクションもあります。

、/よネ〉j

、σ
みんなで参加して体験してみましょう!

「いーよネッ ト」は 「愛媛ボランティアネットJからお入りください。

(東大洲)

「リ ウマチ患者のリハビ リ」

放射線第一病院リハビリテーション科

部長(理学療法士)得丸敬三先生

9月27日 (土)
午後O時30分~午後4時

大洲市総合福祉センター

時

所

演

日

士暴

講

..司副・'W1l'iD副副而百司H副司岨・1圃l・，~

「いーよネット」は、愛と心のネ ットワークづくりの

一環として愛媛県カf運営するシステムです。その目的は、

地域通貨の普及啓発と県民の皆さんに気軽にボランティ

アに参加してもらうきっかけづくりです。

県がインターネ ッ卜を利用してボランティアに参加し

たい人を募集し、登録します。ボランティア参加者には

県からポイントを差し上げ¥ そのポイントがたまれば¥

県の施設で入場料などの割引に使えるというものです。
問い合わせ先

(社)日本リウマチ友の会愛媛支部

担当:寺田 宮 089-941-4488

地域通貨について
「地域通貨」は互いに助けられ支え合うサービスや行為を時間や点数、または地域やグルー

プ独自の紙券やチップなどに置き換え、これを「通貨Jとしてサービスやモノと交換し、循環
させるシステムです。また「地域通貨」は顔の見える範囲つまり特定の地域やメンバー内で

「信頼」や rJレ Jレjによって保証されており、棺互扶助が基本になります。
こうした「地域通貨」ですが、愛媛県では平成6年に関前村でス合一卜し、現在では県下に
10以上のさまざまな地減通貨のずループがあります。

高
齢
者
虐
待
を
考
え
る

近
年
、
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
に

対
す
る
家
庭
内
で
の
虐
待
が
深
刻
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

高
齢
者
へ
の
虐
待
に
は
、
暴
力
を

ふ
る
う
身
体
的
虐
待
、
介
護
の
放

棄
・
怠
慢
、
人
権
を
無
視
し
た
言
葉

な
ど
を
使
う
心
理
的
虐
待
、
性
的
虐

待
、
年
金
な
ど
金
銭
を
取
り
上
げ
る

経
済
的
虐
待
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

し
ゅ
く
ル
〈

1
9
9
8
1
9
9
年
に
淑
徳
大

小

~

小

~

a
』

V
L
'
h
1ぃ
w

松
μ

(
千
葉
県
)
の
多
々
良
紀
夫
教
授
ら
が

全
国
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な

ど
約

7
3
0
カ
所
を
対
象
に
行
っ
た

調
査
で
は
、

1
0
0
8
件
の
虐
待
事

例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
も
多

か
っ
た
の
は
、
「
十
分
に
食
事
や
水
分

を
与
え
な
い
、
オ
ム
ツ
を
交
換
し
な

い
」
な
ど
の
介
護
の
放
棄
・
怠
慢
で

3
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
(
グ
ラ

フ
参
照
)
。
ま
た
中
に
は
「
寝
た
き
り

の
両
親
と
同
居
し
て
い
る
無
職
の
息

子
が
、
介
護
の
最
中
に
初
歳
代
の
母

親
を
殴
っ
た
り
、
家
具
に
縛
り
つ
け

ト

1.
査調の班究研良々多

E指定ま雇割民話量生'.i電器質m国胃珂

(
1
)
 た

り
し
た
」
「
次
男
夫
婦
と
同
居
す
る

寝
た
き
り
の
女
性
の
食
事
は

1
日
に

l
回、

コ
ン
ビ
ニ
弁
当
だ
け
」
と
い

っ
た
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。

虐
待
の
原
因
は
、
介
護
疲
れ
だ
け

で
な
く
、
家
庭
が
抱
え
る
様
々
な
生

活
上
の
問
題
や
人
間
関
係
も
含
ま
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

「
2
0
0
0年
4
月
に
始
ま
っ
た
介

護
保
険
で
は
、
そ
れ
ま
で
家
族
に
頼

っ
て
い
た
介
護
を
公
的
サ
ー
ビ
ス
が

担
う
こ
と
で
、
介
護
者
の
負
担
軽
減

が
期
待
さ
れ
た
。
だ
が
、
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ

ス
は
限
り
が
あ
る
う
え
、

世
間
体
や
経
済
的
負
担
を
気
に
し
て

十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
入
れ
な
い

家
族
も
多
い
。
」

(
6
/
3読
売
新
聞
)

と
そ
の
実
態
を
述
べ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
は
、
児
童
虐
待
ゃ
、

D
V
(夫
婦
問
暴
力
等
)
と
同
じ
家

庭
内
暴
力
で
、
外
部
か
ら
は
見
え
に

く
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を

踏
ま
え
、
こ

の
度
、
全
国
規
模
で
調

査
を
実
施
し
、
今
年
度
中
に
調
査
を

ま
と
め
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
表
面

化
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
高
齢
者
の

虐
待
防
止
対
策
に
乗
り
出
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

法
を
含
め
た

1
日
も
早
い
制
度
面

の
整
備
が
急
が
れ
ま
す
。(
次
号
に
続
く
)

13 



広報ああず 2003 9月号

お知らせ

大
洲
藩
主
加
藤
家
ゆ
か
り
の
地
・
鳥
取
県
米
子
市
を

訪
ね
る
旅
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

中
江
藤
樹
先
生
ゆ
か
り
の
地

1
6
1
6
年
、
中
江
藤
樹
は

8
歳

の
と
き
、
祖
父
中
江
吉
長
に
連
れ
ら

れ
米
子
市
へ
移
り
ま
し
た
。
米
子
で

の
滞
在
は
わ
ず
か

1
年
で
し
た
が
、

そ
の
問
、
学
問
へ
の
眼
を
聞
き
立
志

の
心
を
抱
き
ま
し
た
。

米
子
市
で
は
藤
樹
の
教
え
が
今
も

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

米
子
・
境
港

・
と
っ
と
り
花
田
廊

を
巡
る
楽
し
い
旅

だ
い
せ
ん

中
園
地
方
最
高
峰
の
大
山
を
望
む

町
並
み
、
白
鳥
が
遊
ぶ
中
海
な
ど
、

自
然
を
満
喫
で
き
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
米
子
市
内
に

は
歴
史
的
な
遺
産
も
多
く
、
魅
力
的

な
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
程

日
月
初
日
(月
)
l
幻
日
(
火
)

1
泊

2
日

犯
人
(
大
型
パ
ス

1
台
)

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

費
用

1
8
、
0
0
0
円

大
洲
市
友
好
都
市
交
流
促
進
協

議
会
か
ら
、
パ
ス
貸
切
代
な
ど

l
人
当
た
り

3
2
、

9
5
0
円

の
う
ち

1
4
、
9
5
0
円
が
助
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
先

制
え
ひ
め
内
外
旅
行
社

宮
⑫
5
0
0
0

{
疋
ロ
貝

水木しげるロード

ー ~...，開・r;;::~1)

10/20 

10/21 

参加者募集

旅の内容

10月20日
大洲市 8: 00発

(月)
瀬戸大橋一蒜山高原一米子市(山陰

歴史館など)一米子市泊(交流会)

米子市一境港市(水木しげるロード

10月21日 など)一大山観光農園一会見町(と

(火) っとり花園廊)一瀬戸大橋一

大洲市 18: 40着

端子を訪ねる旅

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
手
続
き
の
資
料
を
お
送

り
し
ま
す
。

締
め
切
り

9
月
四
日
(
金
)

問
い
合
わ
せ
先

企
画
情
報
課
内
大
洲
市
友
好

都
市
交
流
促
進
協
議
会
事
務
局

宮

@

2
1
1
1
(内
線

3
7
1
)

園公跡
』

遺

守
市
-
一回国

-
A
T
'
l
 

山陰歴史館

住宅・土地統計調査

来る10月1日に 、住宅・土地統計

10月1日は

ci住宅・土地統計調査
調査からj家-まち・くらし「夢がある

これからの街

づくりに生かされる大切な基礎資

ぜひご協力く

調査が行われます。

車ヰとなりますので、

ださい。調査をお願いするお宅に

| 10月1目 総務省統計局愛媛県大洲市 I は、調査員が調査票をお届けし、

内線372企画情報課宮24-2111問い合わせ先ご協力後日回収に伺いますので、

14 

をお車買いします。



広報おおず 2003 9月号

連載コーナー

ク
合合合合合合合合合唱借.. .. 
VDL. 73 .. .. .. 

おおずの女性

で今ち
働きたいと思っているあなたの

ために必要な技術や知識を教えま

す。エクセル (パソコン表計算)

操作を学んでみませんか。

緊急に就業する必要があり、ワー

ド3級程度の操作ができる人

エクセル(表計算・能開検定3級)

9月30日(火)から 10月31日(金)
までの 19日間(火 ・7](.木 ・金曜)

午前9時30分~午後3時30分
※最終日に 3級資格試験を実施

15人
愛媛県歴史文化博物館 (宇和町)

無料(教材費・検定試験料などの

実費は受講者負担)

9月12日(金)必着
はがき・封書で必要事項(郵便番

号、住所、氏名、生年月日、年齢、

電話番号、職歴、家族構成、受講

希望理由)を記入のうえ、申し込ん

でください。<ファクシミリ可〉

申し込み ・問い合わせ先

〒791-8014 松山市山越町450
えひめ女性財団 宮 089-927-5111

77クシミリ089-927-5123

象

目

時

員

場

料
講

{疋

A
宮
再
又

シリーズ

来事、

対

科

目

‘

有

毒

喧

骨

量

牢

喧

牢

喧

町

喧

牢

喧

牢

喧

牢

喧

'

1・
岳
同
省
領
事
事
』
軍
事

h

甲

板

.. .. 
世
R

4
牢

喧

牢

t
F
世
F

4

F

4可
世

牢

喧

町

時

時

世

牢

-
F

男
女
共
同
参
画
を
は
じ
め
様
々

な
こ
と
に
つ
い
て
学
ぶ
「
お
お
ず

女
性
塾
」
の
開
塾
式
が

6
月
初
日
、

大
洲
市
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
で
第

6
期
と
な
る
お
お
ず
女

性
塾
に
応
募
し
た
塾
生
ロ
人
に
対
し

て
桝
田
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
聞
か
れ
た
第
1

回
学
習
会
で
は
桝
田
市
長
が
講
師
を

務
め
、
塾
生
に
大
洲
の
現
状
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。-

講
演
で
は
、
全
国
の
市
を
対
象
と

し
た
住
み
良
さ
調
査
の
結
果
、
大
洲

市
が
安
全

・
安
心
の
面
で
上
位
に
ラ

ン
ク
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
関
心
事

と
な
っ
て
い
る
市
町
村
合
併
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
語
る
桝
田
市
長
の
話

h

事

告

領

事

事

告

h

'

h

軍

事

修

復

事

告

領

事

受付期間

申込方法

世

R

-

寄
与

に
塾
生
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

4

ま
し
た
。

」M' 

a' 

M
干

ま
た
、
平
成
日
年
度
の
活
動
計

与

固
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
塾
生

与

か
ら
の
提
案
で
省
資
源
・
省
エ
ネ

与

ル
ギ
ー
の
た
め
、
買
い
物
袋
を
持

与

参
す
る
「
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
」
の

与

体
験
モ
ニ
タ
ー
に
塾
生
全
員
が
参

与

加
す
る
こ
と
が
決
ま
る
な
ど
、
前

回干

向
き
に
取
り
組
む
姿
勢
が
伝
わ

っ

与

て
く
る
よ
う
な
お
お
ず
女
性
塾
の

与

ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

与

塾
生
た
ち
は
こ
れ
か
ら
2
年
問
、

与

郷
土
史
の
学
習
や
先
進
地
視
察
に

与

積
極
的
に
取
り
組
み
、
男
女
共
同

与

参
画
社
会
な
ど
の
分
野
に
つ
い
て

与

学
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

M'
M
干

困
干

事

国

守

b

事

者

』

軍

事

告

修

復

事

藤
幽
明
完
隼
位
掌
廓

(湖

「感
化
」
の
教
育

平
成
十
五
年
七
月
、
長
崎
市
の
幼

ゅ
う
か
い

児
誘
拐
殺
人
事
件
が
社
会
に
大
き
な

シ
ョ

ッ
ク
を
与
え
ま
し
た
。
「
識
者
」

と
云
わ
れ
る
人
々
が
、
教
育
に
問
題

あ
り
と
し
て
、
親
の
責
任
や
教
師
の

責
任
に
つ
い
て
論
評
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
質
論
よ
り
も
「
担
任

教
師
を
テ
レ
ビ
の
前
に
出
せ
」
と
か

「
加
害
者
の
親
を
市
中
引
き
回
し
に
」

と
い
う
感
情
論
が
目
立
ち
ま
し
た
。

教
育
は
、
心
と
心
、
人
格
と
人
格

と
の
触
れ
合
い
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
藤
樹
の
主
張
す
る
「
感
化
」

の
教
育
と
は
、
自
己
の
全
人
格
を
通

し
て
の
教
育
で
す
。

お
き
宇
も
ん
ど
、ヮ

藤
樹
は
、
『
翁
問
答
』
に
お
い
て
、

根
本
真
実
の
教
育
は
「
徳
」
の
働
き

に
よ
る
「
感
化
」
だ
と
し
て
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
根
本
真
実
の
教
化
は
、
徳
教
な

り
。
く
ち
に
て
は
を
し
へ
ず
し
て
、

我
が
身
を
た
て
、
み
ち
を
お
こ
な
ひ

て
、
人
の
を
の
づ
か
ら
変
化
す
る
を

徳
教
と
い
ふ
。
:
:
:
」
と
。

か
が
み
く
さ

ま
た
、
「
鑑
草
」
に
は
、
「
子
に

を
し
ゆ
る
に
、
幼
少
と
成
人
と
の
差

別

(区
別
)
あ
り
」
と
し
て
、
具
体

的
な
教
育
法
に
も
触
れ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
「
幼
少
は
成
人
の
ひ
な

型
で
は
な
い
。
子
ど
も
は
子
ど
も
な

り
に
、
そ
の
子
の
中
に
あ
る
自
然
性

② 
が
認
め
ら
れ
、
自
由
な
遊
び
が
認
め

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、

幼
少
期
に
遊
び
を
戒
め
て
、
成
人
の

よ
う
な
ふ
る
ま
い
を
さ
せ
よ
う
と
、

抑
制
・
抑
圧
す
れ
ば
、
自
由
な
心
が

く
じ
け
て
、
子
ど
も
ら
し
さ
が
な
く

な
る
ば
か
り
か
、
本
来
の
人
間
性
|

明
徳
ー
が
ゆ
が
ん
で
し
ま
う
。」
と
云

う
の
で
す
。

一
方
、
「
な
ん
で
も
子
ど
も
の
思
い

通
り
に
さ
せ
て
、
わ
が
ま
ま
な
言
動

い

ま

し

さ

と

が
あ

っ
て
も
、
厳
し
く
戒
め
諭
す
こ

と
を
し
な
い
の
も
大
き
な
誤
り
で
あ

る
。
」
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
遊
び
と
教
戒
、
自
由
と

抑
制
の
原
理
に
適
合
し
た
社
会
環
境

(人
間
関
係
)
が
、
大
切
な
の
で
す
。

感
化
の
教
育
と
は
、
理
屈
や
強
制

で
は
な
く
、
親
兄
弟

(家
族
)
や
地

域
社
会
と
の
積
極
的
な
交
わ
り
の
な

か
で
子
ど
も
が
育
ま
れ
て
い
く
こ
と

で
す
。
藤
樹
の
偉
大
な
と
こ
ろ
は
、
自
己

の
全
人
格
を
通
し
て
教
育
に
打
ち
込

ん
だ
点
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
感
化
は
、

門
人
ば
か
り
で
な
く
地
域
の
人
々
に

も
及
び
、
更
に
、
遠
く
離
れ
た
門
人

の
家
族
に
ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。

今
こ
そ
、
教
育
の
原
点
を
藤
樹
に

学
ぶ
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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伝
統
工
事
を
受
け
継
ぐ

i
壁
工
事
編

l

9月号

大洲城天守閣復元

平成15年8月l固まで

に皆様か5お寄せいただ

いた復元のための募金額

は、408，548，677円
です。

そ
の

3

大洲市は、市の新しいシンボルとして、 市制施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。 また、このコ
ナ に対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策第1係 内線352

広報ああず 2003

漆
喰
壁

城
郭

(近
世
城
郭
)
の
外
壁
に
は
、

普
通
、
漆
喰
と
呼
ば
れ
る
壁
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
漆
喰
塗
り
は
古
代
か

ら
高
級
な
壁
の
仕
上
げ
で
、
室
町
時

代
末
頃
ま
で
は
、
富
や
権
力
の
象
徴

で
し
た
。

漆
喰
は
、
貝
を
焼
く
な
ど
し
て
出

の
り

来
る
石
灰
と
、
砂
と
糊
そ
し
て
ス
サ

を
水
で
練

っ
て
塗
り
ま
す
。
ス
サ
に

は
麻
や
紙
が
使
わ
れ
、
糊
に
は
米
な

ど
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
糊
材
が

特
に
高
価
で
あ

っ
た
た
め
、
漆
喰
壁

ぜ
い
た
く

は
賓
沢
な
も
の
で
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

や
が
て
、
糊
に
海
草
を
使
う
こ
と
が

工
夫
さ
れ
安
価
に
な
り
、
城
郭
な
ど

で
も
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

し

た

み

い

た

ば

下
見
板
張
り

当
時
の
漆
喰
壁
は
、
現
在
の
も
の

ほ
ど
雨
に
強
い
も
の
で
は
な
か
っ
た

の
で
、
軒
下
の
雨
の
当
た
る
部
分
に

fi24-2111 

...荒壁打ち
壁土を団子状に丸めて竹ノト舞に押し付ける

かわら版

天
守
閣
の
工
事
は
、
四
月
か
ら
壁

の
下
地
の
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ト
~
川
町
、
』
さ
4

・い

壁
の
下
地
に
は
、
竹
小
舞
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
直
径
三

m
程
度
の
丸
竹

わ

ら

な

わ

こ

う

し

を
藁
縄
で
格
子
状
に
組
ん
で
い
き
ま

す
。
六
月
か
ら
竹
小
舞
に
壁
土
を
付

あ
ら
か
ぺ

け
る
荒
壁
打
ち
と
呼
ば
れ
る
作
業
を

始
め
ま
し
た
。
半
年
以
上
寝
か
せ
た

壁
土
は
、
発
酵
し
、
粘
り
が
増
し
て

い
ま
す

(壁
土
の
養
生
は
、
広
報
2

月
号
・
か
わ
ら
版
第
百
号
で
紹
介
し

て
い
ま
す
)
。
こ
の
壁
土
に
現
場
で
再

度
藁
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
因
子
状
に
丸

め
て
竹
小
舞
に
押
し
付
け
る
の
で
す
。

や
が
て
、
荒
壁
が
乾
燥
し
、
ひ
び
割

れ
が
生
じ
始
め
る
と
、
今
度
は
そ
れ

を
塗
り
潰
す
よ
う
に
重
ね
塗
り
を
行

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
業
を
繰
り
返

し
行
い
、
最
終
の
漆
喰
塗
り
ま
で
合

計
七
工
程
の
作
業
を
行
い
ま
す
。

昔
な
が
ら
の
工
法
を
用
い
る
壁
工

事
は
、
壁
土
の
養
生
期
間
を
含
め
る

と
約
二
年
間
か
か
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
長
期
間
を
要
す
る
壁
工
事
の
機

会
は
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

天
守
閣
の
復
元
を
機
に
伝
統
的
な
工

法
が
後
世
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

企松本城

白漆喰と黒漆で塗られた下見板のコン
トラストが美しい

...姫路城
全壁画が漆喰で塗りごめられている

企竹小舞
壁土が付きやすいように竹
の周りに縄が巻かれている



..... 

上須戒にある観光ナシ園で開園式があり、招待された地元

の保育所園児や小学生など約50人が新鮮なナシを味わいまし

た。10月中旬まで。 固 JA愛媛たいき上須戒支所n26-0021

第27回全日本少年サッカ一大会が東京よみうりサ、y力一場など
で開催され、県代表として喜多サ、ソ力一スポーツ少年団が出場し

ました。予選1次リーグの成績は、IJ¥諸FCジュニア(長野)に3対1、
高槻Wins(大阪)(こ4対Oで勝ち、新座片山FC(埼玉)に次いで予選1
次リーグ2位と健闘しました。

大洲市議会臨時会が関かれました。「市立大洲小学校屋内運動場改築

工事の請負契約の締結について」と、大洲地区内子運動公園事務組合

規約の一部を改正する規約に関して「専決処分した事件の報告並びに

承認を求めることについてJの議案2件が原案のとおり可決されました。

17 
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1-a-

大洲城天守閣の4階屋根に取り付けられる銑瓦と鬼瓦が、岐阜県にある瓦工場から大洲に届けら

れました。銭瓦 (高さ約1m、重さ約60kg)を寄贈した大洲ライオンズクラブや、鬼瓦(約lOkg)

を寄贈した国際ソロプチミス卜大洲の皆さんも市役所ロビーに集まり、お披露目されました。

消防団のリーダーを目指して

災害現場で指揮にあたる消防団の班長を対象に大洲市消防団夏季幹

部訓練が平野運動公園で実施されました。参加者約130人は、きびき
びとした行動で約2時間の訓練に取り組み、幹部としての判断能力や
規律を身に付けました。

暴力団は我が街に

ー一川
級

以
郁
ゐ
M

川

静

4
ι
が
む
収
M
u
h
引
高
な

首っ

，

a
大洲市暴力追放市民大会が市民会館で開かれました。大洲市、長浜町、

肱川町、河辺村の住民の皆さんや大会関係者ら約800人が参加し、「暴力団

の現状と対策」についての講演や、県警捜査二謀、大洲警察署員による寸

劇などを通して、平和で明るく住みよいまちづくりへの意識を高めました。
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いきいき-
Life! 

あなたの健康を
サポートします

9
月
の
脅
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
・
:
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階

{乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
9
月

2
日

ω
平
成
日
年

4
月
生

(こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

0
9
月

9
日
例

平
成
ロ
年

8
月
生

0
9
月
日
日
例

平
成
比
年
2
月
生

受
付
時
間

日
時

1
日
時
却
分

持
参
晶

母
子
手
帳

・
ア
ン
ケ
ー
ト

【叩
カ
月
児
育
児
相
談
}

0
9
月

8
日
開

平
成

M
年
日
月
生

受
付
時
間

9
時
1
9
時
却
分

持
参
品

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト
・

パ
ス
タ
オ
ル

【栄
養
相
談
】
予
約
制

-:I~ra株三~=ω主hiF~・

9月7日(日)沢井耳喜岡帳N気管食道科 (中村)
ft 24-251 0 

9月14日(日)さわい小児科医院 (中村)

まま24-7530

19月15日開 封小児日大洲)1
ft 24-3757 I 

9月21日(日)池田医院 (東大洲)

ft 24-31 00 

清水循環器科内科 (長浜)

包 52-2883

0
9
月
初
日
幽

相
談
時
間

山
時
1
正
午
、
日
時
1
日
時

持
参
品

健
康
手
帳

生
活
習
慣
病
と
胃
・
大
腸
・

肺
が
ん
の
検
診

O
上
須
戒
連
絡
所9
月

4
日
岡
、

5
日
幽

O
新
谷
連
絡
所

9
月
刊
日
側
、
日
日
附
、
ロ
日
幽

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

次
の
①

・
②
の
希
望
者
を
対
象
に
平

成
時
年
度
ま
で
実
施
し
ま
す
。

ヘ
U
Jn
u
・
「
D

・
nv

R

u

n

U

Fb

n
U
詮
九

戸
L

A
生

A
告

に

d

「

D

pb

ph
v

ウ
d
ム
白
川

の
節
目
の
年
齢
を
迎
え
る
人

※
①
の
検
査
希
望
者
に
は
問
診
票

を
送
付
し
ま
す
。

②
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
人

(剖
歳
以
上
の
人
)

※
②
の
検
査
希
望
者
は
当
日
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

安
婦
人
が
ん
検
診

平
公
民
館

9
月

2
日
附

市
民
会
館

9
月
日
日
同

・
ロ
日
幽

三
善
連
絡
所

9
月
日
日
肘

菅
団
連
絡
所

9
月

2
日
間

-
M
日
同

八
多
喜
連
絡
所

9
月
却
日
開

※
時
間
、
料
金
に
つ

い
て
は
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認

9月23日伏)清家産婦人科医院(東大洲)1
まま24-6868 I 

9月28日(日)泉内科 (東大洲)

合 24-6407

-E 位置属E臣官i~.ぽ圃し彊圃

曜日によ って救急当番病院は

変わります。昼間・夜間の急患

など、ご相談は、その日の当番

病院まで。

く
だ
さ
い
。

大
洲
保
健
所

予
約
制

【
エ
イ
ズ
検
査

・
相
談
】

O
毎
週
火
曜
日

日
時

1
正
午

{難
病
医
療
相
談
}

O
第

3
火
曜
日

日
時

1
日
時

【精
神
保
健
福
祉
相
談
}

O
第

3
金
曜

日

日

時

1
日
時

【
H
T
L
V

1
抗
体
陽
性
者
相
談
】

O
月

1
金
曜
日

9
時

1
凶
時
却
分

{女
性
の
健
康
相
談
]

O
第
3
木
曜

日

凶

時

1
口
時

{思
春
期
健
康
相
談
}

O
第
4
木
曜
日

目
時

1
凶
時

{ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
}

O
第
3
水
曜
日

受

付

時

間

ロ

時
却
八
刀
1
日
時
加
分

対
象

就
学
前
児
童

(1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、
フ

ツ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知
5
せ

9
月
8
日
何

大
洲
保
健
所

9
時
泊
分
1
日
時

伊
予
銀
行
大
洲
支
庖

正
午
1
日
時
却
分

四
国
電
力
大
洲
営
業
所

日

時

1
日
時
却
分

9
月
9
日
伏

大
洲
市
役
所

叩
時
1
正
午
、日
時
l
M
時

月・火曜日市立大洲病院 (西大洲)

合 24-2151

宮)

洲

一

大

一

東

一

院

巧

病

記

一

央

(

中

4

洲

2

大

公

園

口
M

-

曜

-

口凶金

森)

日加戸病院 (若

宮 24-5101

日大洲記念病院(徳

包 25-2022

曜

曜木

d
v

A
W
 

4
伊

Vqrv
 

訓

p

e
z直
E
EE

ジ

ユ

内

ギ

ユ

ウ

ズ

ま

さ

ひ

ろ

わ
た
し
の
十
牛
図

三
田
誠
広
著

あ
い
の
り
恋
愛
の
教
科
書

あ
い
の
り
恋
愛
向
上
委
員
会
編

チ

ョ

吉

ア

キ

よ

し

ひ

ろ

朝
敵
伊
予
松
山
藩
始
末

山
崎
善
啓
著

地
方
自
治
体
の
公
共
意
思
決
定高
村
義
晴
著

ま
ち
ε

つ
く
り
は
面
白
い
森
ま
ゆ
み
他
著

日
本
よ
、
び
く
び
く
す
る
な

し
ゅ
も
ん

三
浦
朱
門
著

出
身
県
で
わ
か
る
人
の
性
格

よ
し
ふ
み

岩
中
祥
史
著

ょ
う
せ
ん
し
ゃ

「
得
す
る
保
険
」
の
見
直
し
方
洋
泉
社

セ
ン
ニ
ン
キ

千

人

祈

千

人

祈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編

生
き
方
を
問
、
つ
子
ど
も
た
ち
田
中
孝
彦
著

「
つ
な
が
り
」
の
教
育
木
村
浩
則
著

非
行
少
年
へ
の
ま
な
ざ
し
高
橋
由
仲
著

う
ち
の
子
、
な
ん
か
ち
が
う
?
小
学
館

も
っ
と
科
学
を
楽
し
く
す
る

5
分
間

日
本
化
学
会
近
畿
支
部
編

こ
う
す
れ
ば
が
ん
は
防
げ
る

N
H
K
編

美
人
に
な
り
た
い

中
村
う
さ
ぎ
著

泡
盛
「
通
」
飲
読
本

仲
村
清
司
ほ
か
著

せ
い
び
ど
う

体
脂
肪
燃
焼
ダ
イ
エ
ッ
ト
成
美
堂
出
版

決
定
版
!
漬
物

日
本
放
送
出
版
協
会

つ
け
る
ピ

l
ズ
贈
る
ピ

l
ズ
ロ
ヶ
月

柴
田
よ
し
え
制
作

く
ろ
が
ね

赤

兵

衛

黒

鉄

ヒ

ロ

シ

著

草
木
染
め
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
淡
交
社

旅

の

途

中

で

高

倉

健

著

第

5
の

男

高

木

ブ

1
著

え
い
い
ち

大
人
の
国
語

谷

沢

、

水

一

著
げ

ん

げ

つ

寂

夜

玄

月

著

吾
、
器
に
過
ぎ
た
る
か
佐
藤
雅
美
著

18 

よ
し
な
が

愛
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
藤
田
宜
永
著

将

軍

家

の

刺

客

南

原

幹

雄

著

テ
ン
ジ
ユ
ガ
オ
カ

京
都
花
園
天
授
ヶ
丘
並
木
鏡
太
郎
著

モ

ラ

ル

の

畏

夏

樹

静

子

著
と
も
み

骨
董
通
り
0
番

地

村

松

友

覗

著

煙

波

蜂

谷

涼

著

い
ら
り
き

い
っ
ぽ

ん

桜

山

本

一
力
著

明
日
香
・
幻
想
の
殺
人
西
村
京
太
郎
著

観

覧

車

柴

田

よ

し

き

著

安
政
五
年
の
大
脱
走
五
十
嵐
貴
久
著

小

説

つ

ば

め

ジ

ェ

l
ム
ス
三
木
著

心

ひ

だ

ひ

だ

室

井

滋

著

ぴ
ん
ぽ
ん
ぽ
ん
ふ
た
り
話

瀬
戸
内
寂
聴
・
美
輪
明
宏
著

ユ
ー
ト
ピ
ア
だ
よ
り

W
・モ
リ
ス
著

A
T
W
I
N

L
I
F
E
 

R
-
カ
リ
ッ
シ
ユ
著

-ー'"ョ・~:;.. ー'"
'‘・竜一・・ .'1 

..裕司P

古
文
書
解
読
講
座

「大
洲

・
新
谷
旧
記」

講
師

芳
我
一
章
先
生

日
時

9
月
担
日
制

9
時
却
分
1
日
時
加
分

場
所

大
洲
市
立
図
書
館
4
階

[
休
館
日
]
毎
週
月
曜
・

9
月
時
日
・

お
日

・
却
臼
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各
種
検
定
試
験

ワ
ー
プ
ロ

試
験
日
目
月
4
日
出

受
付

8
月
辺
日
1
9
月
ロ
日

そ
ろ
ば
ん

試
験
日
日
月
初
日
間

受
付

9
月
1
日
1
9
月
詑
日

福
祉
住
環
境

試
験
日
日
月
お
日
間

受
付

9
月
2
日

l
m月
刊
日

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
商
工
会
議
所

mu
@

4
1
1
1
 

消
費
税
が
変
わ
り
ま
す

.
総
額
表
示
の
義
務
付
け

(
平
成
時
年
4
月
1
日
か
ら
)

課
税
事
業
者
が
取
引
の
相
手
方
で
あ
る

消
費
者
に
対
し
て
、
商
品
な
ど
の
販
売
、

役
務
の
提
供
な
ど
の
取
引
を
行
う
際
に
、

あ
ら
か
じ
め
そ
の
取
引
価
格
を
表
示
す
る

場
合
に
は
、
消
費
税
額

(含
む
地
方
消
費

税
)
を
含
め
た
価
格
を
表
示
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

av
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
の
引
き

下
げ
(
平
成
時
年
4
月
1
日
以
降
開

始
す
る
課
税
期
聞
か
ら
適
用
)

簡
易
課
税
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
基
準
期
間
(
※

1
)
に
お
け
る
課
税

売
上
高
の
上
限
が

5
千
万
円
(
現
行
2
億

円
)
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

A

守
事
業
者
免
税
点
の
引
き
下
げ

納
税
義
務
が
免
除
さ
れ
る
基
準
期
間

(※
1
)
に
お
け
る
課
税
売
上
高
の
上
限

水道業者の A 
緊急漏水当番表lr
9月6日出久 保鉄工所

ft26一0537

岡福水道工事庖
合 24-3656

が
1
千
万
円

(現
行
3
千
万
円
)
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。

※
1

基
準
期
間
と
は
、
個
人
事
業
者

に
つ
い
て
は
そ
の
年
の
前
々
年
を
い

い
、
事
業
年
度
が
1
年
で
あ
る
法
人

に
つ
い
て
は
そ
の
事
業
年
度
の
前
々

事
業
年
度
を
い
い
ま
す
。

ま
た
、
中
間
申
告
の
申
告

・
納
付
回
数
、

課
税
期
間
の
特
例
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
税
務
署

怨

@
3
1
1
5

メ
ジ
ロ
、
ホ
オ
ジ
ロ
は
保
護
鳥
獣

国
産
野
鳥
の
乱
獲
防
止
の
た
め
、
メ
ジ

ロ
、
ホ
オ
ジ
ロ
を
無
断
で
捕
獲
し
て
飼
育
す

る
こ
と
は
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
4
月
凶
日
か
ら
違
法
な
捕
獲
・
飼

育
へ
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

A'
メ
ジ
ロ
、
ホ
オ
ジ
ロ
を
許
可
な
く

捕
獲
す
る
と
l
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
1
0
0
万
円
以
下
の
罰
金

。
無
許
可
で
飼
育
し
た
場
合
に
も
6

カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
印
万
円
以

下
の
罰
金

捕
獲
・
間
育
し
た
い
と
き

メ
ジ
ロ
、
ホ
オ
ジ
ロ
を
捕
獲
し
て
飼
い

た
い
場
合
に
は
、
捕
え
る
前
に
市
役
所
農

林
課
へ
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

V
飼
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

-
世
帯

に
つ
き
l
羽

V
繁
殖
期

(4
月
1
8
月
)

に
は
捕
獲
禁
止

V
許
可
を
受
け
て
飼
育

9月7日(日)城戸電業社
ft25-2944 

大塚鉄所
合 25一0300

9月13日出 (補 土居鉄工所
ft24-4519 

(紛 西田興産
ft25-2197 

9月14日(日)~有)南予水道設備
ft23-2352 

(有)神田鉄工所
ft24-4122 

し
て
い
る
鳥
獣
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
や
外

国
か
ら
輸
入
し
た
も
の
は
、
飼
育
許
可
は

必
要
な
し

問
い
合
わ
せ
先

農
林
課
管
理
係

mu
@
2
1
1
1
(内
線
2
3
2
)

土
地
・
建
物
の
調
査
に

ご
協
力
を

今
年
9
月
か
ら
叩
月
に
か
け
て
、
「
法

人
土
地
基
本
調
査
及
び
法
人
建
物
調
査
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

調
査
結
果
は
統
計
資
料
と
し
て
公
表
し
、

行
政
利
用
は
も
と
よ
り
、
学
術
・
研
究
機

関
、
企
業
な
ど
で
幅
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
対
象
の
法
人
に
は
、

9
月
中
・
下

旬
に
調
査
票
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
所

定
の
事
項
を
記
入
の
う
え
、

m月
幻
自
ま

で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
都
市
計
画
課

8
0
8
9
・
9
1
2
・
2
7
3
7

受
諾
憩
吾
室
市
底
思
県
民
大
学

県
民
の
皆
さ
ん
に
豊
か
な
教
養
と
創
造

力
を
培
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
放
送
県

民
大
学
」
を
開
催
し
ま
す
。

第

1
回

目

月
5
日
間

「
五
輪
の
書
」

第

2
回

日

月
時
日
同

「
和
歌
の
家

冷
泉
家
の
至
宝
」

第

3
回

ロ
月
比
日
間

「伊
予
弁
で
わ
か
る
日
本
語
の
歴
史
」

9月15日(月)(有)星加水道設備
ft26一0020

情)佐々木鉄工
合 26一0875

9月初日出徳森設備
ft25-4023 

(布菊地浄化槽センタ一
台 24一0013

9月21日(日)(有)丸電工業
ft24-5351 

松浦建設 側
ft25-5335 

時

間

午
後
1
時
却
分
1
午
後
4
時
加
分

会

場

肱
北
公
民
館

講

師

愛
媛
大
学
法
文
学
部
、
教
育

学
部
の
国
文
学
担
J
ヨ
教
官
な
ど

(
3人
)

受
講
定
員

1
5
0
人
程
度

応
募
締
切

9
月
ロ
白
幽

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

八
幡
浜
教
育
事
務
所
総
務
課

8
0
8
9
4
・
2
2
・
4
1
1
1

(
内
線

4
4
2
)

市
営
住
宅
の
入
居
申
込
受
付

入
居
申
込
資
格

-

市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有

す
る
人

2

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
人

3

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

4

収
入
基
準
に
該
当
す
る
人

5

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

.
抽
選
会
参
加
希
望
者

申
込
受
付
期
間

叩
月
1
日
附

1
m月
叩
日
掛

抽
選
会

日

時

叩

月
初
日
開

会
場

市
役
所
大
ホ
l
ル

av
随
時
受
付

日
月
日
日
出
1
平
成
凶
年
8
月
白
日
例

入
居
・
入
居
補
欠
の
順
位
は
、

抽
選
会

参
加
者
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
公
告
及
び
地
区
回
覧

9月23日(刈 備)三原設備
まま24-3783

(鮒 宮元建設
公 25-0901

9月27日出 上甲建設 側
まま24-2937

谷本建設工業(株)
ft24-5161 

9月28日(日)(有)アサノ設備
まま24一0783

村上工業体)
合 24-3141

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

監
理
課
公
営
住
宅
係

mu
@
2
1
1
1
(内
線
3
8
2
)

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
関
上
泰
達
展

9
月
2
日
ω
1
9
月
7
日
間

V

「
古
布
の
洋
服
&
ア
ジ
ア
の
布
」
雑
貨

展
「
木
古
里
」

9
月
9
日
ω
1
9
月
日
日
開

V
押
し
花
サ
ロ
ン
ふ
る
l
る
小
鹿
弘
子
教

室
作
品
展
「
四
季
の
花
た
ち
」

9
月
口
日
附
1
9
月
幻
日
制

V
「

S
e
l
y
o

洋
画
G
展」

9
月
お
日
川
W
1
9
月
羽
目
印

V
酒
井
芳
子
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展

9
月
初
日
川
w
i
m
月
5
日
間

展
示
時
間

午
前
山
時

1
午
後

5
時

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

休

館

毎
週
月
曜
日

(祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
)

観
自
の
宮
川
赤
煉
百
館

9
日
付
日
制

午
後
7
時
i
8
時
叩
分

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

公
@
1
2
8
1

お
詫
び
と
訂
正

広
報
お
お
ず

8
月
号
1
ペ
ー
ジ
河
川

愛
護
モ
ニ
タ
ー
の
表
中
の
氏
名
「
矢
島

信
治
良
」
は
、
「
八
島
信
治
良
」
の
誤
り

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

可
国
国
図
白
-
E
E
E
E
E
E
E

一

今
年
で

9
回
目
を
迎
え
た
ジ
ュ
ニ
ア

-
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
(
表
紙
写
真
)
。

一
選
手
た
ち
に
家
族
や
友
達
、
大
会
ボ
ラ

圃

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
か
ら
「
が
ん
ば
っ

一

て
」
と
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

田
多
く
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
た
大
会
で

一
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
(
や
)

大
会
結
果
は
、
来
月
号
で
掲
載
し
ま
す
。
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内
相 談 内容 日 時な ど 場所 1;I. ど 聞 い 合わせ先

人 権 ヰ目 談 9月16日(火)/午前10時~正午 ニ善公民館
急ぐときは法務局 fi24-4155 

(法務省) 9月19日(金)/午前10時~正午 市役所3階会議室

人権擁護委員1<:よる 毎週月 -水金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 合 24-4155

無 料 相 談 所 9 時~ 16 時(休日を除く) 人権相談室

イfj'ー 政 ヰ目 談
9月24日(水)/午前9時~正午 市役所3階会議室 急ぐときは 宮 24-5072(山本)

(総務省) 合 24-4294(辻)

市民法律相談 9月20日(士)/午前10時~午後4時 市民会館 ※予約が必要。総務財政課行政係
まま24-2111内線328

社会保険相談
9月4日(木)/午目ijlO時~午後3時泊分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

9月24日(水)/午前10時~午後3時四分 fi 089 -925 -5105 

不動産無料相談 9月15日(月)/午目ij9時~午後4時 宅建協会大洲支部 備)上田喜六不動産 fi 24-4452 

一般相談 毎週月 -水曜日
大洲市総合福祉

心配ごと法律相談 毎週火-木曜日 受付は総合福祉センター1階
介護相談 毎週金曜日

センター
社会福祉協議会窓口まで

キ目 談
時間はいすれも

(相談室直通)
宮 23-0313

包 23-5629
午前10時~正午、午後1時~午後4時
祝日年末年始を除く

家庭児童相談 月~金曜日/午前B時泊分~午後5時15分 市役所高齢福祉課 fi24-2111 内線 178祝日 年末年始を除く

人権・同和問題に 月~金曜日/午前8時泊分~午後5時15分 大洲隣保館 包 24-6100
関する何でも相談 祝日年末年始を除く 大洲福祉会館 宮 25-0947

青少年相談電話 月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分 青少年センター 合 24-7830祝日年末年始を除く

ふれ愛スクール相談電話 月~木曜日/午前9時~午後4時
国立大洲青年の家内

fi 24-1414 祝日年末年始を除く 大洲ふれ愛スクール

案とご談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

シ
リ
ー
ズ

-h州の
き
ぱ
む

ι

人
呼
び
地
蔵

肱

南

大
洲
中
町
一

丁
目
の
西
入
口
に
安
置
し
て
あ
る
地
蔵
書
薩
の

話
で
す
。

や
す
お
き

寛
永
の
こ
ろ
、
大
洲
藩
主
加
藤
泰
興
公
の
時
代
の
あ
る
日
、

た
る
い
ひ
ょ
う
宮
え
も
ん
ま
さ
つ
ぐ

家
臣
の
垂
井
兵
左
衛
門
昌
次
と
い
う
人
が
村
々
を
巡
検
し
て

い

た
と
き
、
広
野
と
い
う
と
こ
ろ
で
「
兵
左
衛
門
、
兵
左
衛
門
」

と
呼
ぶ
声
が
し
ま
す
。
驚
い
て
、
あ
た
り
を
見
回
し
ま
し
た
が

キ
ツ
ネ
タ
ヌ
キ

人
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
て
は
狐
か
狸
の
仕
業
で
あ
ろ
う
と
思

い
、
通
り
過
ぎ
よ
う
と
す
る
と
、
ま
た
し
て
も
「
兵
左
衛
門
、

兵
左
衛
門
」
と
し
き
り
に
呼
び
止
め
よ
う
と
し
ま
す
。
不
思
議

に
思
っ
て
声
の
す
る
方
を
探
し
ま
す
と
、
草
む
ら
の
中
に
木
像

の
お
地
蔵
が
あ
り
ま
し
た
。

え

し

ん

ぞ

う

ず

こ
の
像
は
有
名
な
恵
心
僧
都
が
作

っ
た
も
の
で
し
た
。
そ
の

不
思
議
さ
と
、
あ
り
が
た
さ
に
驚
い
て
大
洲
に
持
ち
帰
り
、
初

け
ん
し
よ
う
あ
ん

め
は
、
田
口
の
見
性
巷
に
納
め
ら
れ
、
そ
の
後
転
々
と
し
て
、

享
保
九
年
今
の
所
に
安
置
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
洲
市
教
育
委
員
会
発
行

「
大
洲
の
普
ぱ
な
し
と
里
う
た
」
第
同
話
か
ら

大洲市内の交通事故

7月末現在 昨年同期

件数 145 145 

負傷者 189 188 

死者 。 2 

市民の動き

平成15年7月31日現在

出生 37人 (+2) 

死亡 29人 (+3) 

企中町一丁目にある地蔵堂

今月の納税は

39，071人(-3) 

18，649人 (+3) 

20，422人(-6) 

14，786世帯(-5) 

人口

男

女

世帯数

国民健康保険税2期

20 

( )内は対前月上己納期限は9月30日です
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